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STI学資積立プランの 2008 年度年次報告書発行に関して  
 

首題の件、昨今の経済情勢の悪化を受けての環境の下、多くのお客様より、年次報

告書の発行時期に関しての問い合わせを受けております。 
 
現在OEF基金においては監査法人である Deloitte の監査を受けており、監査の

進行状況は予定よりも遅れているとの報告を受けています。 
 
この状況に鑑み、契約者の皆様のお手元に基金よりメールで年次報告書ならびに年

次レポートが届くのは概ね 3 月中旬より下旬になると思われます。 
今般の監査の遅れは、単純にテクニカル的な要因による遅れであり、プランの運営

事体に問題が生じているとかの問題点は一切ありませんのでご安心頂きたくたく

思います。 
 
尚、監査終了前の非公式な報告としては、昨今の経済危機の影響はやはりプランに

も影響を及ぼしており、プランの 2008 年度単年の運用利回りに関しては、概ね 
4％強程度の運用利回りになると言われておる事を申し添えさせて頂きます。 
 
お客様各位におかれましては、今暫くの間、基金よりの正式な年次報告書並びに年

次レポートの発表をお待ち戴けますようお願い致します。 
 
尚 、 こ の 件 に 関 し て の ご 質 問 等 が あ る 場 合 に は 、 ご 遠 慮 な く 
info@kikuchigroup.com までお問い合わせ下さい。 
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